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平成25年度連絡協議会の総会が9/20(金）に行われ、

すべての議案が無事に承認されホッとしている良辺俊彦と申します≦

委員長が報告してくれていたように、今年度も充実した活動が予想で

すべての議案が無事に承認されホッとしている良辺俊彦と申します。総会でも今年度の活動予定を各委員会の

委員長が報告してくれていたように、今年度も充実した活動が予想されることは大変喜ばしく思います。

今年度から長年に亘り事務局長を務めて頂いた久保寺さんから片浜在宅介護支援センターの岡田さんにバトン

タッチして頂き、会員名簿の整理・福祉マップの配布。運営委員会の司会進行等はやくも大活躍して頂いてお

ります。それに伴いこの25年度の連絡協議会は各専門委員会・地域活動委員会の委員長も2年の任期が終了す

る年なので後任の方の推薦を視野にいれながらの活動になっていくと思います。連絡協議会は任意の団体で、

各自別々の法人に勤め毎日普通に仕事をこなしていく中での活動になりますので、一部の方々に負担をかけ続

けることは望ましくない状況です。連絡協議会の会員みんなで支えあって存続していかなければならないし、

そうでなければ意味がないと思います。各委員長が後任のご依頼にお伺いした時はご協力をお願いしたいと思

います。会長として微力かも知れませんが今年度も頑張っていきますので宜しくお願い致します。

近況活動報告

（写真①）10月11日一居酒屋ワタミにて懇親会。参加者28名。今年

通新入会員の参加が多く.新旧のケアﾏﾈの交流の場とする事ができ
ました。
/(写真②)11月30日研修風景｡医薬分業支援ｾﾝﾀーにて､｢平常
時から行う災害時ケアマネジメント」を題材に、講義、グループワー

クを行いました。
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委 員 会 活 動 報 告

社会活動委員会では、介護支援専門員の社会的地位の向上を図るために社会貢献活動などを

行う委員会として発足しました。現在では、認知症俳個行方不明者の捜索活動（オレンジレス

キュー）や災害時の対応に向けた大規模災害机上訓練、高齢者向けの非常持ち出し品リストの

作成、災害対応マニュアル（安否確認利用者一覧票、災害利用者台帳、災害時リスク・アセス

メントシート）の作成などに取り組んでいます。無理のない程度にしっかりと行う基盤づくり

が中心ですが、委員の皆様のひとり1人の力を合わせて取り組んで参りたいと思います。

今年は、社会活動委員会主催の研修会や訓練を行う予定です。たくさんの方が会員に入って

いただき、参加して頂きたいと思っています。

倫理研修委員会の今年度の計画は下記の通りです。

①平常時から行う災害時ケアマネジメント研修

②第2回施設・グループホームケアプラン研修

③ケアマネの倫理研修～ケアマネジメントと介護支援専門員の役割～（仮題）

④第2回医療連携研修

⑤障害支援センターとの合同研修

このうち①の研修については社会活動委員会の企画により既に11／30に開催され、多くの

方が出席されました。②以下の研修については、倫理研修委員のメンバーで研修テーマごとに

グループ分けをし、各グループで内容を検討して少しずつ準備を進めております。震

委員会メンバー一同、参加される会員の皆様が、少しでも大きな充実感が得られるような研

修内容を目指して努力しております。ご意見、ご要望など、随時受けつけております。また同

時に、委員会に入会して一緒に活動に参加したいという有志の方も歓迎いたします。

ケアマネとして､社会人として大きく成長できること請け合いです｡遠慮なくご連絡下さい。

お待ちしております11
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広報も7号目になりました。今年委員会に参加してくれる方があり人数も増えました。

より皆様に喜んで頂ける紙面作りができる様、アンケートなどでご意見を伺っていますので、

ご協力をお願い致します。毎年恒例の「夜の交流会」が10月11日和民で開かれ、28名の参

加者皆和気あいあいと楽しい時間を過ごしました。是非来年の予定に入れてください。

平成22年度より当委員会が取り組んできました「地域資源マップ作成事業」は、2年半と

いう期間を経て完成の時を迎え、平成25年度の総会にてお披露目をする事ができました。

この場をお借りして、情報提供をしていただいた関係機関の皆様、3師会の運営委員の先生

並びに事務局の方々、沼津市役所長寿福祉課様、当協議会の皆様、そして最後まで逃げずに完

成まで付き合ってくれた業務支援委員の皆さんにお礼申し上げます｡本当にありがとうござい

ました。

※地域資源マップの電話FAX住所の間違い、変更がある場合には、3/31までにFAX

で中世古委員長まで連絡してください。
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北中部地区（きせがわ.千本・かなおか包括囲域地区）委貝長千本居宅支援事菓所加藤康予

11/12（火）シルバー人材センターにて25名の参加で開催いたしました。地区会の在り方を考え直すことの

できる機会となりました。訪問調査立ち合い時の誘導質問、訪問調査終了時「自立なので取り下げて」区分変

更を窓口で受け付けない等問題点がいくつかあげられました｡苦情として県に上げていく等の意見も出されま

したが、これからの介護保険を一緒に考えていく組織として市との関わりかた、介護保険改正に置いて地域支

援事業への移行等ご利用者､サービス事業所も含めた意見の集約をしていける集まりにしていける事も求めら
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れている事の一つかと気づか た。
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南部地区（かぬき・三浦・戸田包括囲域地区）委貝長かいき地域包括支援センター坂詰悦子

平成25年度、新しく6名の会員が増えました。南部地区では、48名の会員がおり、施設ケアマネの会員

の方も増え活動をしています。

昨年度は、ケアマネ同士の連携作りが取れたのではないかと感じております。

今年度は、西部・北中部地区との連携も密に取れるように、交流の場を広めて、意義ある活動を行っていき

たいと思います。

今年度も同じく、年4回の南部地区活動委員会議を開催する予定としています。

会議の議題を決め、委員達の意見交換・情報提供となる場作りを目指してい

きたいと思います、
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西部地区（あしたか・はら包括圏域地区）委貝長あしたかホーム居宅介腫支援事集河村千枝

西部地区の皆様、毎日お仕事お疲れ様です1西部地域活動委員会は、年に3回程度集まって会員間の交流や

情報交換を行っています。面倒な準備も役割もありません！！ただ委員会に顔を出して、日頃感じている

こと、教えたいこと伝えたい事を気軽に話してください。また新人ケアマネジャーや一人ケアマネジャーの

方、身近に相談相手やグチを聞いてくれる人がいなくて孤独になっていませんか？

いつでも話せる人を見つけに来てほしいと思います。今年もそんな仲間作りの一助となれるようがんばりま

すので、宜しくお願いいたします。
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l新入会員超介」
今年もだくiさんの仲間が加わりまし:だよ皆様よるhくお願いいたL
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聖隷訪問看護ステーション千本

萩野クリニック居宅介護支援事業所

ハートフルケアさくら

あおい居宅介護支援事業所

きせがわ居宅介護支援事業所

和み居宅介護支援事業所

ケアプランセンターアイケア沼津南

駿河厚生会

ひとみ薬局居宅介護支援事業所

ツクイ西沢田

ツクイ西沢田

こずわ居宅介護支援事業所

居宅介護支援センターふれあい

千本居宅介護支援事業所

ひだまりの郷

高崎泰彦

田代マリ子

中牟田一朗

中村一美

中村弘子

仁藤美喜子

畠山浩美

福島恵子

保品佳子

松井芳子

三須孝子

森慎吾

山田ユミ

和田卓也

阿部美香

新井浩幸

石川二美笑

金井美里

上津優子

川口歩

神津ひとみ

小池佳子

小嶋勝巳

後藤ミチノ

坂井いづみ

庄司淳世

杉山光代

鈴森淳史

仙波武史

きせがわ居宅介護支援事業所

居宅介護支援センター エスコート

沼津フジビューホーム

スモス沼津．

沼津中央ニチイケアセンター

大鳥居介護支援徳倉橋事業所

セントケア平町

あしたかホーム居宅介護支援事業所

大鳥居介護支援徳倉橋事業所

きせがわ地域包括支援センター

山口居宅介護支援センター

ケアプランセンターアイケア沼津南

友愛居宅介護支援事業所

頴川医院居宅介護支援事業所

鯉
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事務 局 からのお知ら

今年度より片浜在 介護 蚤センター（あしたかケアセンター内）が事務局になりました 旦当は岡田由佳です。

よろしくお願いします。 皆さまから寄せられた質問にお答えしたいと思います。

Q1入会の手続きはどのようにすればよいですか？

A:勤務先（又はご住所）の圏域にある事務担当窓口に、年会費2,000円を持参し申し込み書を添えて納付して下さい。申し込み書

は各事務局に用意してあります。

・西部地区（はら･あしたか圏域）こずわ居宅介護支援事業所杉本るみ055-954-0766

．北中部地区（かなおか.千本．きせがわ圏域、裾野市。長泉町）きせがわ居宅介護支援事業所植村奈緒子055-954-0003

・南部地区（かぬき.三浦．戸田圏域、清水町）かぬき地域包括支援センター長達節子055-933-3671

Q2専門委員会は変更できますか？

A;はい、できます。総会の際、変更届けにご記入下さい。年度途中で変更したい場合には、事務担当窓口もしくは事務局にご連絡

下さい。

Q3退会したい場合はどうしたらよいですか？

A;退会のご連絡を事務担当窓口もしくは事務局までご連絡下さい｡年度途中で退会された場合でも年会費の払い戻しはございませ

んのでご了承下さい。差し支えなければ退会理由をお願いします。今後の運営の参考にさせていただきたいと思います。

事務局から会員の皆様へお願い

勤務先等、連絡先が変更になった場合は、速やかに事務担当窓口もしくは事務局にお知らせ下さいハ

ご連絡がない場合、研修や地域活動委員会開催日程のお知らせがお手元に届かない場合があります。

新入会員紹介


